
（様式―1 表紙） 

 

 

１ 調査名称： （武雄市）総合都市交通体系調査 

 

 

２ 調査主体： 武雄市 

 

 

３ 調査圏域： 武雄都市圏（武雄市都市計画区域内） 

 

 

４ 調査期間： 平成２５年８月１４日～平成２６年３月２０日 

 

 

５ 調 査 費： １２，０８１ 千円 

       （総合都市交通体系調査） 

 

６ 調査概要：  

  検討対象路線を８路線（約１０㎞）とし、総合計画等上位・関連計画についての整理と、

社会情勢の変化を把握する。既存ネットワークの問題点、将来都市構造の再整理をし、都市

計画道路網の見直しの必要性を整理する。 

佐賀県が示す見直しガイドラインを参考に本市の地域特性に配慮し、当初決定根拠が継続

しているか、上位計画での位置づけはあるか等の視点から、路線の位置づけを検証する。ま

た、交通処理や市街地整備、環境形成といった路線が持つ機能面からの必要性を検証する。

見直しが必要と考えられる路線については、代替路線の有無、未着手となっている要因の分

析、具体的な対応方策を検討し、路線別の見直し方策を検討する。 

将来交通量の推計については、平成２２年道路交通センサスに基づく現況及び将来のＯＤ

表から分析に求められるレベルでのゾーニング設定を行い、将来交通量を推計する。交通量

推計データの妥当性を確認するため、現況再現推計を行い、実測交通量と比較し検証する。 

 見直しに伴う影響を把握するため、規定計画ネットワークによる将来交通量の配分を行うこ 

ととし、個別路線毎での評価結果を踏まえた見直し案での将来交通量の配分を行い、規定計  

画配分結果との比較を行うことにより、見直しに伴う交通処理面での影響を評価する。 

 

 

 

 



（様式―2ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名：（武雄市）総合都市交通体系調査 

 

 ２ 報告書目次 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．業務概要 

1-1 業務の目的 

1-2 業務の概要 

1-3 準拠する法令等 

1-4 業務の内容 

 

2．都市計画道路網の見直しの必要性の整理 

2-1 上位・関連計画、社会情勢変化の把握 

2-2 道路網の現状と課題の整理 

2-3 都市計画道路網の見直しの必要性 

 

3．未着手都市計画道路の必要性検証 

3-1 路線の位置づけ、機能面での評価 

3-2 事業の実施環境と路線別見直し方策の検討 

 

4．将来交通量推計 

4-1 交通量配分データの作成 

4-2 現況交通量配分 

4-3 将来交通量推計 

4-4 方向別交通量の算出 

 

5．説明・協議用資料の作成 

5-1 パブリックコメント資料原案作成 

5-2 関係機関協議用資料の作成 

 

6．道路概略検討 

6-1 基本方針 

6-2 県道中野武雄線 

6-3 市道武雄高橋線 

6-4 市道五反田山下線、山下中学校線 

6-5 市道本町川良線 

6-6(都)内町迎田線 

 

7．交差点解析、交差点計画図作成 

7-1 検討対象交差点 

7-2 交差点計画を行う上での基本事項の整理 

7-3 交差点解析及び交差点計画図作成 

 

8．都市計画図書（道路）素案作成 

 

9．都市計画変更図書（用途）の素案作成 

9-1 都市計画変更素案の作成 

 

10．今後の課題 

 



（様式―2ｂ 調査概要） 

 

 

３ 調査体制 

   

調査に関する委員会・幹事会等の設置無し。 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 

  委員会等の設置無し。 



（様式―3ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査概要 

 

 １ 調査目的 

本市では、都市計画決定後３０年以上未着手となっている都市計画道路において、社会情

勢等の変化により当初の計画決定根拠に不整合が生じている可能性があることや都市政策

の転換、都市の将来像の変化等により、都市計画道路の必要性が大きく変動している。 

  また佐賀県においても「佐賀県長期未着手都市計画道路見直しガイドライン」を策定し、

都市計画道路の検証や見直しを推進しているところである。 

本業務はこのような背景を踏まえ、「佐賀県長期未着手都市計画道路見直しガイドライン」

を参考にし、地域特性を鑑みながら、未着手となっている都市計画道路の必要性検証及びそ

の結果を踏まえた都市計画変更案を策定する。 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画道路網の見直しの必要性の整理 

 ・上位、関連計画、社会情勢変化の把握 

 ・道路網の現状と課題の整理 

未着手都市計画道路の必要性検証 

 ・路線の位置づけ、機能面での評価 

 ・事業の実施環境 

 ・路線別見直し方策の検討 

将来交通量の推計 

説明・協議用資料の作成 

 ・パブリックコメント資料原案作成 

 ・関係機関協議用資料の作成 

都市計画変更図書（道路）素案の作成 

 ・法定図書（総括図及び計画図）素案の作成 都市計画変更図書（用途）素案の作成 

 ・都市計画変更素案の作成 

交差点解析、道路予備設計、交差点計画図作成 



 ３ 調査圏域図 

 

 



（様式―3ｂ 調査成果） 

４ 調査成果 

 

◇都市計画道路網の見直しの必要性 

上位計画、関連計画、社会情勢の変化、道路網の現状と課題を踏まえ、都市計画道路の 

見直しの必要性について以下のように整理した。 

 

◆武雄市における社会情勢の変化◆  

武雄市の人口は昭和60年以降減少傾向にあり、20年後の人口は現在より約6千人少ない 

44,132人と予測されている。 また、年齢別人口をみると高齢者人口の割合が増加して 

いる。20年後の高齢化率（総人口に対する高齢者の割合）は、34％に達し、超高齢化社 

会が目の前に迫っている。 都市計画決定時は都市の拡大発展を前提として計画されて 

いたものの、少子高齢化による人口減少に伴い、市街地の拡大傾向や将来の道路交通需 

要にも変化が生じることが考えられる。 

 
 

◆都市計画道路の事業実施に伴う環境の変化◆  

・環境や景観に対する意識が高まる等、市民の価値観が変化し事業実施が複雑化してい 

る。 例えば、地球温暖化問題に関して温室効果ガス排出削減が地球規模で取り組ま 

れており、特に道路交通環境は、自動車から排出される有害物質の削減が重要な行政 

課題となっている。  

・都市計画決定時は農地や未利用地であった土地が、都市計画道路が整備されないまま 

建物が立地し、市街化が進展している。  

 

◆地方分権の進展◆  

・都市計画について地方自治体が各々の責任において、主体的に取り組むことができる 

ようになると同時に将来的な財政の縮減も予想され、施設整備や行政サービスについ 

て、より一層の効率性の確保や重点化が求められている。  

・行政に対する市民意識が高まり、都市計画道路の必要性の根拠が従来以上に求められ 



ている。 

 

■少子高齢化に伴う人口及び交通需要の減少により道路の必要性が変化  

■環境・景観等、市民の価値観の変化により道路のあり方が変化  

■施設整備における効率性の確保や市民ニーズがより求められる時代へ 

 

 

◆都市計画道路（幹線街路）の課題◆  

・計画総延長約35.1kmのうち整備済延長は約11.0km（改良率31.5％）であり、これに対 

して未着手延長は約8.0kmを有する（※事業中区間を除く）。  

・未着手区間は、ＪＲ佐世保線以北に集中しており市街地部を通過するもの等、事業困 

難性が高いものも見られ、それらの多くは計画決定から30年以上経過した“長期未着 

手路線（区間）”として位置付けされる。  

・都市計画道路の未着手総延長は約8.0kmであり、これまでの整備延長推移を見ても、 

今後、全線整備は長期化が予想される。  

・さらに、公共投資の抑制が続く中で、今後の都市計画道路の整備に関してはさらなる 

長期化が予想され、都市計画道路区域内に課せられている建築制限の長期化とともに、 

建築制限による民間開発への障害と、都市計画への信頼性低下が懸念される。 

    

  ■長期にわたり未着手となることで、建築制限が継続し、新たな土地活用ができ 

ない。 

 

 

◆都市計画道路における動き◆  

国土交通省：「都市計画運用指針」（平成13年）  

⇒平成12年 改正都市計画法が施行  

⇒都市計画道路への見直しの提言  

佐賀県：「武雄都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」（平成16年）  

⇒長期未着手都市計画道路の必要性・配置・構造等の検証による見直し  

佐賀県：「都市計画道路の見直し基本方針」（平成19年）  

⇒長期未着手の都市計画道路の見直し  

武雄市：「武雄市総合計画 基本構想」（平成19年）  

⇒都市計画道路の計画的・効率的な整備推進 

 

■都市計画マスタープラン等、上位計画に準じた都市計画道路の整備が必要 

 

 

 

 

 

 



◇未着手都市計画道路の必要性 

 

(1)路線の位置づけ、機能面での評価 

・路線の有する機能の評価項目別整理 

長期未着手路線の必要性を確認するために、「佐賀県長期未着手都市計画道路見直しガイ

ドライン」における評価項目を基本としながら、以下に示す項目について現況の整理を

行った。 

 

 項目毎の整理は以下の通り。 

① H22 道路交通センサス日交通量 

国道 34 号武雄バイパスの交通量が多く 15,000 台を超え、（主）武雄多久線や（県）中野

武雄線の交通量も 10,000 台前後であり、武雄市街地を通る幹線道路の交通量は多い。 

② H22 道路交通センサス混雑度 

国道 34 号武雄バイパスや（主）武雄多久線で混雑度 1.0 を超える区間があるものの、い

ずれの区間も 1.25 を下回っており、慢性的な混雑を引き起こすような混雑ではない。 

③ 小中学校通学路指定状況 

長期未着手路線の現道が小中学校の通学路に指定されている。 

④ 鉄道・路線バス網 

幹線道路が路線バスの経路となっている。温泉楼門バス停では、バスがＵターンしている。 

 



⑤ 用途地域 

ＪＲ佐世保線以北は、武雄温泉街や（主）武雄多久線を軸として商業地域や近隣商業地域 

が広がっている。また、ＪＲ佐世保線以南は（都）天神崎白岩線や（都）中野御船山線を 

軸に商業地域が広がり、その周辺地域及び国道 34 号武雄バイパス沿いに近隣商業地域が 

広がっている。 

⑥ 公共施設 

国道 34 号武雄バイパス沿いに公共施設が集中している。武雄中学校や武雄小学校が長期 

未着手路線沿いに位置している。 

⑦ 区画整理事業・再開発事業 

ＪＲ武雄温泉駅を中心として、武雄北部土地区画整理地事業や、まちづくり交付金（武雄 

温泉駅周辺地区）の都市再生整備計画が現在実施されている。 

⑧ あんしん歩行エリアの設定状況 

あんしん歩行エリアは、ＪＲ武雄温泉駅を中心として、武雄温泉街を含める形で設定され 

ている。 

⑨ 福祉施設の立地状況 

福祉施設は市街地内に散在している。福祉施設の周辺はユニバーサルデザインやバリアフ 

リーの対応が必要と考えられる。 

⑩ 高齢化率 

ＪＲ佐世保線以北で（主）武雄伊万里線以西の地域では高齢化率が高くなっている。また、 

（都）高橋鳴瀬線沿線地域の高齢化率も高くなっている。 

⑪ 上下水道の整備状況 

武雄市の用途地域内において、公共下水道整備は既に着手済みである。上水道は水道普及 

率 100％を目指して数次の拡張事業を行い、ほぼ全域への配水管布設を整えている。 

⑫ 道路幅員の状況 

武雄市の幹線道路は 5.5m 以上であるものの、市道は 3.0～5.5m 未満の道路が多く、離合 

が困難な場所も多い状況である。 

⑬ 緊急輸送道路の指定状況 

武雄市では国道 34 号、国道 35 号、（主）武雄多久線などが緊急輸送道路として指定され 

ている。 

⑭ 都市計画道路にかかる建物・53条申請物件 

長期未着手路線の多くは既成市街地を通るため、多くの支障家屋が存在する。また、都市 

計画法第 53 条の建築許可の申請物件もいくつか立地している。 

 

(2)事業の実施環境と路線別見直し方策の検討 

前節の整理を基に、長期未着手路線の都市計画道路としての必要性の検証をカルテ形式で 

実施した。なお、カルテは、長期未着手路線を主要な交差点ごとに区分けした区間毎に評 

価を実施している。  

3・4・2 中野御船山線     3・4・17 高橋鳴瀬線 

3・4・5 甘久六ノ角線     3・4・19 城内新町線 

3・4・6 田崎八幡線      3・5・10 内町迎田線 

3・4・9 永松川良線      3・5・12 小楠水谷線 



 

◇将来交通量推計 

 

 1．交通量配分データの作成 

本業務は平成 23年度に実施された「武雄温泉駅周辺整備計画策定（基本計画）業務委託」 

の交通量推計の基礎的条件とした。 

ただし、過年度の対象道路網およびゾーニングでは、武雄市街地の都市計画道路の交通量を

適格に推計する事が困難である。よって、武雄市、特に武雄市街地を主たる対象地域として

推計対象道路網の追加およびゾーン分割を行い、推計精度の向上に努める事とした。 

 

 

 2．現況交通量配分 

  作成した交通配分データと平成17年度の現況ＯＤ表を用いて現況交通量配分を実施し、Ｈ

17道路交通センサスの観測交通量と比較することで現況再現性の検証を行った。  

検討対象地域周辺のＨ17 交通量観測地点 35 箇所について、観測交通量と推計交通量の相関

係数（２つの確率変数の間の類似性の度合いを示す指標）を分析した結果、全路線で 0.9742、

高速・一般国道で 0.9727、主要地方道・県道で 0.9586 となり高い相関性を示す結果となっ

た。 

また、誤差判定フローに基づき各調査地点の現況再現性を確認したところ、35箇所中35箇所

（100％）で十分な再現性が確保されているものと判定された。  

以上のことから、今回作成した交通配分データは将来交通量推計を実施するに耐えうる信頼

性のあるデータであることが確認された。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H17 現況交通量図（武雄市街地周辺） 



 3．将来交通量推計 

  作成した将来配分データと将来ＯＤ表を用いて、将来交通量推計を行った。将来の推計ケ

ースは、既定都市計画道路網の整備時と見直し都市計画道路網の整備時の２ケースを設定し

た。 以降に将来交通量推計結果を示す。 

 

 

 

 

将来交通量推計結果 （既定都市計画道路網） 交通量（単位：100 台／日）



 

 

 

 4．方向別交通量の算出 

見直し都市計画道路網における将来交通量推計結果を使用して、交差点のピーク時方向別

交通量の算出を行った。  

 

 

 

 

◇説明・協議用資料等の作成 

1．道路概略検討 

  廃止される道路の代替え機能として、新規に都市計画道路に指定する既存道路網（市道及

び県道）に対して、既存道路の整備状況を整理した上で、求められる機能に対して道路概略

検討を実施した。 

都市計画道路の廃止に伴い、新規に指定する路線、変更を行う路線は以下のとおりであり、

現況の整備状況に対して今後の整備方針の一覧表を以下に示す。 

将来交通量推計結果 （見直し都市計画道路網） 交通量（単位：100 台／日）



 

 

 

路線名 区分 整備方針 

①  県道 中野武雄線 新規 両側歩道整備 

②  市道 武雄高橋線 新規 現況どおり 

③  市道 山下中学校線・五反田山下線 新規 両側歩道整備 

④  市道 本町川良線 新規 現況どおり 

⑤  （都）内町迎田線 区域変更 交差点線形の見直し 

  ※①、③、⑤に対して概略検討を実施 

H42将来計画交通量より、道路構造令との対応により設計条件を整理し、新規都計道に指

定する際の課題を整理し、課題に対する方針を整理した。 

 

2．交差点解析、交差点計画図作成 

都市計画道路の変更に伴い、交差点解析、交差点計画図の作成を行う交差点は10箇所であ 

った。 

 

3．都市計画図書（道路）素案作成 

武雄市の都市計画道路の廃止及び追加変更に伴う、都市計画図書の素案の作成を行った。 

 

4．都市計画変更図書（用途）の素案作成 

都市計画道路の廃止(3・4・5 甘久六ツ角線)に際し、沿道型により用途指定が行われてい 

る箇所の境界線の根拠が喪失することから、地形地物による境界線指定への変更検討を行 

った。  

 ■境界線再指定に際しての基本的考え方  

・現用途指定境界については、第一種低層住居専用地域と第二種低層住居専用地域の境界 

となっており、双方の用途規制面での差異は、店舗等の床面積150㎡以下の日常生活関 

連店舗、作業場の50㎡以下の家内工業程度である。  

・双方の用途地域とも低層系住居専用地域であり、第一種から第二種への用途見直しに伴 

う住環境の悪化は極めて少ないこと、かつ同地区においては面積整備が行われた区域で 

なく、今度の計画もないころから、第二種低層住居専用地域を部分的に拡大させつつ、 

 廃止

継続 

新規・変更



地形地物による境界の再指定を行うものとする。  

・具体的には、単独立地の農業用施設等を除き、家屋や施設立地がなされている箇所につ 

いては、第二種低層住居専用地域に編入しつつ境界を再指定するとともに、家屋や施設 

立地がなされておらず、敷地の大部分が第一種低層住居専用地域に含まれる箇所につい 

ては、部分的に第一種低層住居専用地域への編入を行うものとする。  

・なお、家屋・施設立地がなされている区域は第二種低層住居専用地域への編入となるこ 

とから、用途及び形態規制面での不適格建築物は生じない。 

 

 5．パブリックコメント資料原案作成 

  ・検証結果を踏まえ、パブリックコメント資料（原案）を作成した。 

 

 6．関連機関協議用資料作成 

  ・佐賀県など関係機関との協議に使用する協議資料を作成した。 

 

◇今後の課題 

 本業務においては、都市計画決定後３０年以上未着手となっている都市計画道路において、 

地域特性を鑑みながら、骨格的な道路網の検証及びその結果を踏まえた都市計画変更素案の策

定を行った。 

今後の都市計画変更手続き、事業実施に向けての検討課題を以下に列記する。 

 

１．新規都市計画道路の指定する道路の関係機関協議 

・新規都市計画道路として指定する県道、及び市道については、道路概略検討及び交差点計 

画を実施し、基本的な道路構造及び、支障物件などを整理し都市計画変更の素案を作成し 

たが、今後道路管理者及び交通管理者との協議調整を行い、道路構造を決定する必要があ 

る。 

・交差点部の形状については、交通管理者との協議の上決定する必要がある。 

 

２．都市計画決定図書の作成について 

・次年度以降の協議に向けての都市計画図書（道路、用途）の素案作成を行っており、今後 

関係各課と調整の上、都市計画変更手続きに向けて都市計画変更図書、及び審議会用資料 

作成などを行っていく必要がある。 

 

３．武雄市のまちづくりの視点での新規都市計画道路の位置づけの整理 

・長期未着手路線のカルテを作成し、都市計画道路の廃止及び廃止路線の機能代替えとして 

新規都市計画道路の素案を作成しているが、今後武雄市のまちづくりの視点での新規都市 

計画道路の位置づけなど、関係各課と協議調整の上整理していく必要がある。 

 

４．都市計画道路の廃止区間に対するフォロー 

・廃止区間周辺は狭隘な道路が多く、離合が困難な場所も存在する。したがって、廃止路線 

周辺においては、現地調査やワークショップの開催等により、地域のミクロな交通課題を 

把握し、問題を解決していくような整備計画の策定が必要である。 


